
１．開会の挨拶

柳沼施設長より開会の挨拶があり、地域連携推進会議の趣旨と必要性について説明。

２．参加者の紹介

出席者全員が自己紹介行った。

　①浦田の里の事業概要及び障害の理解について

設立当初の様子や利用者の年齢層、障害の特性について概要説明。

　②利用状況について

近年における月毎の稼働率を比較して説明。

　③利用者及び支援者の日常について

利用者の日課、行事、イベントの様子、職員の業務の紹介。

　④事故、ヒヤリはっと、虐待、苦情関係について

前年度の報告件数と主な対応策や取り組みについて報告。

　⑤昨年度の満足度（意向）調査結果について

前年度の調査結果を報告。

　⑥ＢＣＰ（業務継続計画）の策定状況について　※避難訓練も含む

災害時における施設の立地状況とBCP（業務継続）策定状況を説明する。他、非常用

発電機、備品（非常食、灯油ストーブ等）の説明を行う。

　⑦経営状況について

過去3年間の経営状況と変化について報告。

５．質疑及び意見交換

〇地域関係者：県道からの道路幅を拡げた方が良い。

〇保護者：ＤＲソファーかなり摩耗しているので買い替えた方がいい。

　　　　　7月誕生者の掲示内容に間違いがある。

〇市担当者：介護施設に移行される方は年間でどのくらいいるのか。

３．施設内見学

４．事業所からの報告

浦田の里入所施設内を案内

令和７年度　浦田の里地域連携推進会議  議事録

日時：令和7年7月14日(月)　9:30～11:30

場所：浦田の里交流ホーム大広間

　　　 浦田の里職員4名（施設長、主任生活支援員2名、サービス管理責任者1名）

出席者：9名

　　　  利用者1名、保護者1名、地域関係者1名、やまやの里施設長1名、村上市担当者1名



　　　　　⇒昨年は２名が退所されました。2名の方は病院（療養型）でした。

〇やまやの里施設長：利用者の食事介助が増えている中、職員の配置はどうなっていますか。

〇やまやの里施設長：満足度調査は、お話できないご利用者にどのように調査をしているか。

６．閉会の挨拶

施設長より、貴重な意見に対するお礼と来年もこの会議を行うこと、また、いつでも

施設に見学に来ていただきたい旨を伝え閉会する。

次回開催予定：令和８年７月頃

〇利用者：職員がちゃんと説明してくれるので分かりますよ。

　　　　　⇒いきなり入所よりはまず短期を利用することを勧めています。

〇市担当者：サービス活動費は今後はプラスになる見込みですか。

　　　　　⇒新型コロナの影響で、短期入所の稼働率が確実に落ちました。５類になっても

　　　　　　施設の対応は変わらないところがあります。その中でいかにサービスを継続し

　　　　　　て提供できるかが課題になってくると思います。

　　　　　⇒服薬対応職員の他、食事介助３人配置し提供時間もずらして支援している。

　　　　　⇒表情の違う顔の絵を作り選んでもらったが、結局、職員が聞き取りをしてい

　　　　　　る。聞き取りは２人でするようにしている。

〇市担当者：２名退所されたあと待機者がいてすぐ入られたんですか。

〇市担当者：短期入所から正式入所になる流れですか。

　　　　　⇒待機者の中からお声がけさせてもらって入所していただいた。


